
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

2023年にオフィスビルの大量供給があるものの、出社率の回復などを背景にオフィ
ス需要は底打ち感が出ているほか、国内外の人流の戻りによってホテルや商業施設、
住宅の需要および賃料の回復が続いています。現在、国内リートは割安な水準にある
とみており緩やかな回復基調を辿ると予想します。 国内各種資産利回り

2023年7月28日時点

17.54%

投資環境見通し（2023年7月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
7月28日

国内リート市場は、緩やかな回復基調を辿ると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で上昇しました。
コロナ禍からの経済再開が進み、賃貸市場の好調さから住宅リートが上昇基調であるほか、足元のオ
フィス稼働率が回復しつつあることも支援材料となり、東証REIT指数は一時1,900ポイント台を回
復しました。日銀金融政策決定会合後は、1,860ポイント台まで下落した場面もありましたが、下落
幅を縮めて週を終えました。
セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて上昇しました。

国内リート見通し

マーケットの動き（2023年7月24日～7月28日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2022年6月30日～2023年7月28日）
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東証REIT指数 1,890.01 0.84% 0.68% 1.75% ▲5.63%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,290.61 1.26% ▲0.35% 15.53%
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